
年
金
者
組
合
が
取
り
組
ん
で
き
た

受
給
資
格
の
10
年
へ
の
短
縮
が
実
現

し
ま
し
た
。

次
は
年
金
毎
月
支
給
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。
国
民
年
金
だ
け
で
２
ヶ

月
を
乗
り
切
る
の
は
難
し
く
、
２
ヶ

月
分
の
支
給
で
も
す
ぐ
底
を
つ
い
て

し
ま
い
、
後
半
は
食
費
さ
え
切
り
詰

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う

実
態
が
あ
り
ま
す
。

年
金
者
組
合
で
提
起
し
て
い
る
新

し
い
署
名
運
動
で
は
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
削
減
の
停
止
、

最
低
保
障
年
金
の
実
現
と
と
も
に
、

年
金
の
毎
月
支
給
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

年
金
裁
判
の
進
行
に
合
わ
せ
て
全
国

署
名
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

鎌
倉
支
部
で
は
鎌
倉
市
議
会
に
対

し
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
陳

情
を
行
い
ま
す
。
国
や
自
治
体
の
耳

を
傾
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、
年
金
者

組
合
の
仲
間
を
増
や
す
の
が
大
事
で

す
。
５
月
か
ら
仲
間
増
や
し
月
間
が

始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
目
標
の
２
５
５

人
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

（
公
平
武
治
）

シ
メ
シ
メ
、
こ
こ
ま
で
ボ
ク
チ
ャ

ン
の
気
持
ち
を
忖
度
し
て
く
れ
る
と

は
！
▼
防
衛
省
は
「
安
保
法
制
」
の

初
適
用
で
米
護
衛
艦
の
船
を
出
し
た

し
、
内
閣
府
の
通
知
で
東
京
の
地
下

鉄
も
止
め
、
軽
井
沢
町
長
は
防
毒
マ

ス
ク
支
給
予
算
を
組
む
と
い
う
。
汝

臣
民
の
忠
誠
ぶ
り
は
教
育
勅
語
の
模

範
だ
と
思
う
ジ
ャ
マ
ス
▼
ド
イ
ツ
で

は
ヒ
ト
ラ
ー
の
孫
が
首
相
に
な
る
な

ん
て
考
え
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
が
▼

尊
敬
す
る
ジ
イ
チ
ャ
ン
の
命
を
救
っ

て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
感
謝
と
忠
誠

を
尽
く
す
の
は
わ
が
国
古
来
の
人
道

精
神
と
い
う
も
の
ジ
ャ
マ
セ
ン
カ
▼

「
森
友
」
だ
っ
て
妻
や
私
が
関
与
し

て
た
ら
総
理
を
辞
め
る
っ
て
言
っ
て

い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
辞
め
な
い

ん
だ
か
ら
関
与
し
て
な
い
て
事
よ
。

メ
デ
ィ
ア
な
ん
て
ヘ
の
カ
ッ
パ
。
幹

部
と
飲
食
を
増
や
し
て
も
、
国
民
が

納
め
て
く
れ
た
官
房
機
密
費
は
あ
る

ん
ジ
ャ
マ
ス
。
▼
で
も
「
共
謀
罪
」

仕
上
げ
る
ま
で
は
油
断
は
禁
物
。
国

民
が
目
覚
め
る
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
通
れ
ば
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
か

ら
の
脱
却
は
一
気
！
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
に
憲
法
も
変
え
マ
シ
ュ
。
（
洋
）

第２６３号 年 金 者 組 合 鎌 倉 支 部 ２０１７年５月２０日

◎
消
費
税
に
よ
ら
な
い

最
低
保
障
年
金
制
度
を

実
現
さ
せ
よ
う

◎
不
公
平
な
く
移
行
で

き
る
2
階
建
て
の
最
低

保
障
年
金
を

◎
無
年
金
・
低
年
金
者

も
最
低
年
金
を

発行責任者

全日本年金者組合

鎌倉支部

鎌倉市台１４３８－３

飯田 洋

TEL/FAX 47-9720
ホームページ鎌倉の仲間&http//nenkin-kamakura.sakura.ne.jp

５
月
１
日
（
月
）
鎌
倉
逗
子
葉
山

地
域
統
一
メ
ー
デ
ー
が
鎌
倉
海
浜
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
時
に
開

会
し
て
集
会
後
、
初
夏
の
日
差
し
の

な
か
若
宮
大
路
を
鎌
倉
八
幡
宮
ま
で

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

鎌
倉
支
部
組
合
員
は

30
名
と
犬
１

匹
が
参
加
し
、
年
金
裁
判
の
取
り
組

み
を
訴
え
ま
し
た
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
２
年
ぶ
り
に
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
支
部
の

メ
ー
デ
ー
要
求

①
年
金
を
毎
年
引
き
下
げ
る
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
。

②
所
得
に
よ
る
「
年
金
一
部
支
給

停
止
」
や
「
年
金
課
税
強
化
」
を
や

め
る
こ
と
。

③
全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障
年

金
制
度
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
。

④
毎
月
の
安
定
し
た
生
活
設
計
を

考
え
、
年
金
の
毎
月
支
給
を
実
施
す

る
こ
と
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
変
更
に
伴

う
具
体
的
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
高
齢
者
交
通
費
補
助
の
復
活
と

利
用
し
や
す
い
制
度
の
実
現
。
市
民

活
動
施
設
を
行
政
区
ご
と
に
場
所
の

確
保
。
公
共
施
設
に
難
聴
者
の
た
め

の
磁
気
ル
ー
プ
な
ど
の
設
置
。

第

88

回

メ

ー

デ

ー

も

う

ケ

ッ

コ

ウ
安

倍

政

治

デ

コ

レ

ー

シ

ョ

ン

優

秀

賞
もうケッコウ！

安倍政治に酉怒る

鎌倉支部の参加者

受
給
資
格
10
年
の
短
縮
を
実
現
！

次
は
年
金
の
毎
月

支
給
の
実
現
を
！

５
月
か
ら
仲
間
増
や
し
月
間
始
ま
る



４
月
23
日
（
日
）
新
議
員
26
人
が

決
ま
っ
た
。
一
番
問
題
な
の
は
投
票

率
。
前
回
よ
り
上
が
っ
た
と
は
い
え

５
割
を
切
っ
て
い
る
。
憲
法
３
原
則

の
ひ
と
つ
、
国
民
主
権
を
み
ず
か
ら

放
棄
す
る
国
民
が
多
い
と
い
う
事
な

の
だ
。
さ
て
、
注
目
点
は
①
４
年
間

市
政
混
乱
の
元
凶
を
ほ
し
い
ま
ま
に

し
た
議
員
へ
の
審
判
②
国
政
与
党
所

属
議
員
の
動
向
③
年
金
者
組
合
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
議
員
の
当
落
な
ど

だ
っ
た
。

①
に
つ
い
て
は
最
も
ひ
ど
か
っ
た

現
議
長
が
大
幅
減
票
で
落
選
、
②
は

16
名
立
候
補
中
12
名
の
当
選
で
終
わ

り
、
③
で
は
９
人
の
回
答
中
組
合
の

考
え
に
最
も
近
か
っ
た
共
産
党
３
名

（
う
ち
２
名
は
組
合
員
）
が
上
位
当

選
し
、
議
案
提
案
権
を
得
た
。

こ
の
結
果
、
一
定
程
度
市
議
会
は

良
識
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
過
去
４
年
間
の
よ
う
な

市
職
員
と
市
民
の
対
立
を
わ
ざ
と
煽

る
よ
う
な
議
会
に
し
な
い
で
、
議
会

本
来
の
市
民
要
求
に
根
ざ
し
た
地
方

自
治
の
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と

思
う
。
さ
あ
次
は
問
題
の
市
長
選
が

秋
だ
！

（
飯
田
洋
）

４
月
18
日
（
水
）
南
葉
山
霊
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
総
勢
３
８
０

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
18
名
の
方
が

埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
支
部
か
ら

は
墓
前
祭
と
ミ
ニ
ハ
イ
ク
に
、
菅
井

さ
ん
の
ご
家
族
と
合
わ
せ
て
14
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
墓
前
祭
終
了
後
ミ

ニ
ハ
イ
ク
に
出
発
で
す
。
佐
島
入
口

の
バ
ス
停
に
戻
る
道
は
風
が
強
い
た

め
、
そ
の
30
分
の
徒
歩
が
大
変
で
し

た
。
終
点
の
佐
島
マ
リ
ー
ナ
入
口
で

下
車
、
地
魚
料
理
「
海
辺
」
で
、
お

腹
も
ぺ
こ
ぺ
こ
、
喉
も
カ
ラ
カ
ラ
の

遅
い
昼
食
。
そ
こ
で
食
べ
た
「
お
刺

身
定
食
」
の
な
ん
と
美
味
し
か
っ
た

こ
と
。

食
事
後
に
天
神
島
へ
、
お
店
か
ら

３
分
、
天
神
橋
を
渡
る
と
、
突
然
、

目
の
前
に
海
岸
が
広
が
り
、
悪
天
候

だ
っ
た
の
に
富
士
山
が
見
え
ま
し
た
。

こ
の
島
は
海
岸
植
物
や
生
物
が
多
く

観
察
さ
れ
、
夏
に
は
分
布
北
限
地
と

言
わ
れ
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
は
ま
ゆ
う
」
が
咲
き
ウ
ミ

ネ
コ
の
繁
殖
地
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

墓
前
祭
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
Ｔ

さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
沢
山
の
方
が
参

加
さ
れ
る
ん
で
す
ね
」
「
今
度
は
家

族
と
一
緒
に
来
て
決
め
た
い
、
次
の

墓
前
祭
も
是
非
参
加
し
た
い
」
と
お

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。(

吉
原
洋
子
）

樹
々
の
緑
が
濃
く
な
っ
た
５
月
15

日
、
60
年
目
の
平
和
行
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
参
加

で
ま
さ
に
草
の
根
の
平
和
活
動
で
し

た
。
季
節
ご
と
に
美
し
い
草
花
が
咲

き
楽
し
む
こ
と
が
出
来
、
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
有
難
さ
を
痛
感
す
る
こ
の

頃
で
す
。
こ
れ
も
平
和
で
あ
れ
ば
こ

そ
と
思
い
ま
す
。

新
聞
の
短
歌
の
欄
に
「
美
し
い
桜

の
花
を
過
す
時
シ
リ
ア
の
子
ら
の
空

は
空
爆
」
を
目
に
し
ま
し
た
。
世
界

中
が
平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
を
願

い
、
核
兵
器
廃
絶
へ
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
。
戦
争
の
な
い
世
界
を

願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
井
上
裕
子
）

第２６３号 年 金 者 組 合 鎌 倉 支 部 ２０１７年５月２０日

鎌
倉
市
議
会
選
挙
結
果

に
つ
い
て

年
金
者
組
合
の
要
求
の
前
進
に
つ
な
げ
よ
う

第
12
回

春
の
墓
前
祭

笠島と富士山

南葉山霊園前で

初夏の日帰りバス旅行への

お誘い
＝潮来あやめ祭り＆小江戸・佐原＝

咲き誇る100万株の「あやめ」を見て、

情緒ある手漕ぎのろ舟遊覧で水郷情緒

を満喫しましょう。江戸情緒たっぷり

の佐原では、樋橋、伊能忠敬旧宅・記

念館や三菱館を見学します。手作り賞

品もあるバス内でのビンゴゲームもお

楽しみに。

日時 6月9日（金）

集合場所 大船西友前 7時30分出発

会費 組合員 8,000円

組合員以外 8,500円

申込み締め切り 40名で締め切ります。

お早いお申し込みを。

申込み先 吉原 0467－45－3957

高野 0467－46－3757

平
和
行
進
に

参
加
し
て



深
沢
行
政
セ
ン
タ
ー
で
13
時
〜
17

時
ま
で
月
２
回
の
例
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
会
員
の
対
局
を
紹

介
し
ま
す
。
対
局
者
は
右
側
早
川
さ

ん(

黒
石)

、
左
側
は
仲
築
間
さ
ん

(

白
石)

す
。
大
熱
戦
の
終
局
時
、
さ

て
ど
ら
が
投
了
し
た
で
し
ょ
う
か
。

次
の
対
局
は
右
側
出
原
さ
ん(

白
石)

左
側
は
菅
野
さ
ん(

黒
石)

で
す
。
終

盤
の
攻
防
次
は
黒
番
で
す
。
貴
方
な

ら
ど
こ
に
打
ち
ま
す
か
。

こ
ん
な
風
に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

（
木
内
四
郎
）

最
近
出
不
精
で
外
出
が
億
劫
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
「
葛
原
ヶ
岡

公
園
」
の
花
見
に
誘
わ
れ
参
加
し
ま

し
た
。
天
気
も
良
く
花
も
き
れ
い
に

咲
き
至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
、
宴
会

も
始
ま
り
弁
当
や
お
酒
で
賑
わ
い
そ

の
時
唄
っ
た
「
高
校
三
年
生
」
正
に

そ
の
時
「
彗
星
の
如
く
現
れ
た
「
エ

ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
」
当
時
若
者

は
虜
に
な
り
ま
し
た
。
忘
れ
て
い
た

音
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
開
き
熱
い
思
い
が

蘇
り
ま
し
た
。
私
の
出
不
精
も
皆
様

の
後
押
し
で
、
楽
し
ま
な
く
て
は
＝

＝
反
省

楽
し
か
っ
た
事
、
嬉
し
か
っ
た
事
、

怒
っ
て
い
る
事
等
々
、
ワ
イ
ワ
イ
お

喋
り
し
ま
せ
ん
か
。
皆
で
笑
っ
て
、

大
き
な
声
で
歌
っ
て
、
日
頃
の
モ
ヤ

モ
ヤ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
12
日
（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所

新
富
会
館
（
大
船
駅
大
踏
切

近
く
）

参
加
費

５
０
０
円

お
茶
・
お
菓
子
を
用
意

（
お
酒
等
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
）

お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
原

45
ー
３
９
５
７

高
野

46
ー
３
７
５
７

第２６３号 年 金 者 組 合 鎌 倉 支 部 ２０１７年５月２０日

サ
ー
ク
ル
紹
介

銀
星
会（
囲
碁
サ
ー
ク
ル
）
活
動
紹
介

＝たすきリレー＝

関谷在住 鈴木信成 さん

「
公
務
員
攻
撃
」
に
思
う

一
般
的
に
公
務
員
は
仕
事
を
し
な
い
、
等
の
悪
者
扱
い
を
受
け

る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
公
務
員
は
「
公
共
の
福
祉
に
奉
仕
す
る
」

責
任
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
特
別
な
仕
事
と
も
い
え
る
。
し
か
し
民

間
の
社
員
が
「
公
共
の
福
祉
」
に
反
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
よ
っ
て
大
半
の
仕
事
は
公
共
の
福
祉
に
結

び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
両
方
に
大
差
は
な
い
。

社
長
と
市
長
と
の
差
は
大
き
い
で
し
ょ
う
が
、
社
員
と
公
務
員

の
公
共
の
福
祉
へ
の
奉
仕
と
し
て
は
大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
。

公
務
員
と
社
員
と
対
立
さ
せ
悪
者
に
し
て
誰
が
利
益
を
得
る
の
で

し
ょ
う
か
。

5月15日（月）鎌倉駅東口横浜銀行前で10時
30分から定例の署名宣伝行動を行いまし
た。組合員11人の参加で18筆の署名を頂
きました。当日の天候は曇りで比較的過
ごしやすい陽気でしたが、前月に引き続
き署名の減少傾向は止まりませんでした。
署名の中には北海道や新潟から来た観光
者もありましたが趣旨には賛成するが名
前と住所を書くのはどうもと言って通り
過ぎる人もありました。現国会で問題に
なっている共謀罪のニュースが影響して
いるのかとも考えたりします。又昨年に
あった戦争法や年金カット法に見られ
る数の力で進めてしまう安倍内閣の
やり方に署名など役に立つの、とい
う人もいました。来月は0.1％削減さ
れた年金が支給されます。気合を入
れて頑張りましょう。
来月は6月15日（木）10時30分から

大船仲通り商店街アップル前で行い

ます。皆様多数のご参加をお待ちし

ております。

秋野 雅彦

投
稿

青
春
の
ポ
ケ
ッ
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お
し
ゃ
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へ
の
お
誘
い

編
集
後
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国
民
平
和
行
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に
参
加
し
ま

し
た
。
大
船
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音
の
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碑
・
火
の
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・
祈
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塔
の
建
立
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の
経
過
を
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爆
被
災
者
の
会
の
人

た
ち
に
よ
る
朗
読
は
戦
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を
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験

し
た
長
く
つ
ら
い
思
い
を
再
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な
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思
い
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強
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。身

軽
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ね
ば
と
、
身
の
回

り
の
物
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整
理
す
る
決
意

を
し
て
い
る
の
だ
が
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そ
の
迷
う

こ
と
迷
う
こ
と
。
こ
れ
を
捨
て
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な
ら
あ
れ
も
そ
れ
も
。
だ
け
ど
こ

れ
に
は
思
い
出
が
強
い
し
。
あ
ぁ
、

ど
う
し
た
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い
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の
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（
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（
岩
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ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

５月の受給日
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5・6月

手芸サークルのお知らせ
あじろ編みの「籠バック」

日 2回目5月29日（月）

3回目6月26日（月）

時 13時30分～16時

場所 NPOセンター大船

参加費 200円

持ち物 紙切りバサミ

洗濯バサミ 木工用ボンド

申し込み・問い合わせ

吉原0467-45-3957 高野0467-46-3757

カメラウォーク

第135回 八景島シーパラダイス

日時 6月21日（水）10時

京浜急行金沢八景駅改札

テーマ あじさい・遊園地

持ち物 カメラ・お弁当・飲み物・

健康保険証・その他

参加費 無料 雨天中止です。

連絡先 公平 0467-41-0927

吉原 0467-45-3957

健康ウオーク

第27回 秦野・戸川公園

日 時 6月28日（水）

9時30分 大船駅南改札

※雨天中止（予報の場合も）

コース 大船駅→小田急・藤沢駅→

渋沢駅…戸川公園(昼食）

見どころ 丹沢の山ふところ、渓流と

アジサイ、茶室見学その他

持ち物 お弁当・飲み物・健康保険証

急な雨に備えて雨具など

参加費 組合員300円 一般の方400円

（交通費片道990円・入園料無料）

連絡先 吉原 0467-45-3957

井上 0467-32-3709

北村 0467-46-5318

第182回

「年金問題」学習会・年金
なんでも相談会

年金制度の現状と将来を社労士の

先生とともに学びましょう。

「受給資格10年への短縮」に該当

する方の相談会も実施します。

日 時 6月30日（金）13:00～16:30

場 所 NPOセンター大船

（玉縄交流センター内）
大船駅西口（観音側）2分

講 師 社会保険労務士 夏野弘司氏

参加費 無料 年金に関する「何でも
相談」も無料です。

連絡先 飯田 0467-47-9720

公平 0467-41-0927

★ プラチナ卓球

6・13・20・27（火）

19：00～21：00

大船中学校体育館

鈴木 0467-46-3919

★ 麻雀サークル

不定期・完全予約制

鈴木 0467-46-3919

★ 朗読の会

13・27（火）
老人保健施設かまくら
13:00～16:00

7（水）20（火）

山崎リハビリセンター
13:00～15:00
伊藤 0467-45-3784

★ 囲碁の会・銀星会

5（月）・27（火）
深澤行政センター
木内 0467-31-8902

★ カラオケサークル

8日（木）
13:00～18:00
カラオケまねきねこ
2号館
秋野 0467-45-3445

★郡上踊りを踊る会

3・17（土）
13:30～15:30
手広西公会堂
吉原 0467-45-3957
井上 0467-32-3709

その他サークル6月の予定


